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彗星から放出されるダスト粒子の構造は、微小粒子（モノマー）の凝集体であるとして扱
われる。凝集体ダストの測光および偏光観測データからその物理特性を知る上で重要とな
るのが光散乱特性である。光散乱特性を得る手法として光散乱数値シミュレーション手法
があるが、凝集体の光散乱数値シミュレーション手法は未だ開発中であり、現実の観測さ
れるダストを扱うのは未だ難しい。2008年初頭に私と共同研究者により開発した改良手法
を用いることで、従来の手法と比べて１桁多くのモノマー数を持つ凝集体の光散乱特性を
数値計算できるようになった。本年度は、その改良手法を用いて、凝集体の濃度が増加した
際に起きる光散乱特性に関する研究を行った (Okada and Kokhanovsky, JQSRT, 2009)。
従来手法よりも多くのモノマー数を扱うことにより、従来では見られなかった、より高次
の多重散乱を起こしているダスト粒子の光散乱特性（輝度および偏光特性）を研究する
ことができた。得られた結果は、従来の低次多重散乱の傾向とは異なり、粒子同士が密集
することにより顕著となる様々な多重散乱メカニズム（Near field effect, shadow hiding
effect, coherent back scattering effect)に関する研究の進展につながることを期待する。
別途、過去数年の研究成果を Springer-Praxisの光散乱研究のレビュー記事として投稿
し、出版中となっている (Okada, LSR5, in Press)。
また、論文で用いた凝集体光散乱数値計算コードをパブリックコードとして公開をした。
より多くの研究者がそれぞれの光散乱研究で使用して新しい発見をすることを期待したい。
http://www.scattport.org/index.php/programs-menu/multiple-particle-scattering-menu/313-
naopc


